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本提案: エッジ側のメモリ特性を活かした学習モデル探索
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u 活性化関数 ReLU (Rectified Linear Unit)
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Ø対象の層の形のまま⼆値化(蒸留)

ØReLUを通す前のニューロンとの
Lossを取得

Ø得られたLossから⼆値化した層の
重みを学習

Binary Cross Entropy

1. 低電⼒計算環境下でのAI計算

3. 提案: 動的予測による計算量・メモリアクセス数の削減
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外部メモリアクセスが

総電⼒消費量の主要を占める

各ブロックの電⼒⽐ 対象ネットワーク: AlexNet

DNN容量⾃体よりも、アクセス頻度(回数)が重要
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2. 実計算機の消費電⼒

4. ⼿法: 無効ニューロンの予測器学習

5. 結果: 計算量と電⼒量の削減
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今後の課題
Ø精度 vs. 電⼒を統⼀的に

設計するフレームワーク
Ø性能(速度)に対しての効

率化
Øアプリケーション特性を

活かしたモデルの設計

まとめ
ØDNN計算特性を活かし

た、ハードウェア考慮モ
デルの提案

Ø計算量と電⼒の削減を⽐
較評価


